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大学生とその母親の児童虐待意識の関連性

八重樫 　牧 　子

は じ め に

児童虐待に対する社会的関心が高まり，近隣住民
からの通報や相談が増加した結果，児童相談所への
相談件数は急増している．平成�
年度中に児童相談
所が処理した養護相談のうち虐待相談の処理件数は
��
�件であった．前年度に比べ�����件（前年度比
�����）増加している��．近年，市町村の虐待防止

ネットワークなど地域における虐待防止に向けた取
組みが進められ定着してきているが，依然として虐
待相談件数は増加している．児童虐待に対しては予
防や早期発見のための取組みが必要とされており，
児童相談所などの関係機関の職員を含む一般市民の
児童虐待に対する意識を高めることが重要である．
児童虐待意識に関しては，次のような研究がなさ

れている．高橋ら ��は児童相談所の児童福祉司と心
理職を対象にビネット（想定事例）調査を実施し，児

童福祉の現場で，子どもへの不適切な関わりがどの
ように認識されているのか，また専門機関への通報
の必要性，児童相談所での対応に関する意識を明ら
かにするとともに，研修効果について検討を行なっ
ている．さらに，このビネット調査を保育士，医師，
看護師，保健師に拡大し，異職種間での児童虐待意
識の違いを比較している．その結果，児童相談所専
門職員が他職種と比べ必ずしも意識が高いとは言え
ないことを明らかにしている��．また，益田ら ��も，

青森県内の関係機関職員を対象に，児童虐待に対す
る意識調査を実施し，児童虐待防止策施策の課題，
特に多面的な研修の企画・実施を提言している．
先にも述べたように，児童虐待の予防や早期発見

のためには，児童虐待に関する意識を高めることが
重要である．そこで，本研究では，将来，社会福祉
の仕事にたずさわること目指している大学生を対象
に児童虐待に関する意識を明らかにすることによっ
て，今後の福祉教育の資料としたい．特に今回は，

学生の児童虐待意識だけではなく，学生の児童虐待
意識に影響を与えていると思われる母親についても
児童虐待に関する意識調査を実施し，大学生とその

母親の児童虐待に関する意識の関連性について検討
した．また，児童虐待的経験がある場合は，児童虐
待意識が低いのではないかと思われるので，被虐待
的経験が児童虐待意識に与える影響についても検討
した．さらに，世代間伝達を検討するために，大学
生の被虐待的経験と，母親の子どもに対する虐待的

経験や，母親自身の子どもの時の被虐待的経験との
関連性についても検討を行った．
なお，ここでは児童虐待については，大人が子ど
もに対して行うマリトリートメント（不適切な関
り）��と広い意味で捉えている．したがって，児童
虐待意識とは，「身体的な不適切な関わり」に関す
る意識，「心理的な不適切な関わり」に関する意識，
「性的な不適切な関わり」に関する意識，そして「ネ
グレクト的な不適切な関わり」に関する意識を示し

ている．児童虐待意識については，以後虐待意識と
略し，それぞれについては，身体的虐待意識，心理
的虐待意識，性的虐待意識，ネグレクト的意識と記
すこととした．また，児童虐待を経験した場合は被
虐待的経験，児童虐待を行った場合は虐待的経験と
いう言葉を使用している．ただし，本調査では，性
的虐待経験については取り上げなかった．

方 法

�．調査対象と調査方法

医療福祉系の大学で児童福祉論を受講している大

学生とその母親を対象にアンケート調査を行なった．
調査は平成�
年 
月中旬から 月中旬に実施した．
学生には直接アンケート用紙を配付し，自記式調

査を実施し，その場で回収した．実家から通学して
いる学生の場合は，直接親にアンケート用紙を手渡
ししてもらった．一人暮しの学生の場合は，親にア
ンケート用紙を郵送してもらった．双方とも後日，
親から郵送してもらった．アンケート用紙には，回
収後親子間での比較が出来るようにあらかじめ通し

番号を打っておいた．
���人の学生と，���人の親にアンケート用紙を

配付した．回収数は学生���人，親���人であった．
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親の回答は学生が幼い頃一番身近な存在と思われる
母親を抽出し，学生と母親が共に答えているものを
有効回答票とした．有効回答数はそれぞれ��	人で，
有効回答率は，学生
����，親	���であった．

�．調査内容

学生の調査内容は，以下の通りである． ��属性に
関する項目は，年齢，性別，家族構成，家族人数，兄
弟人数と，学生が幼い頃の母親の就労状況である．
��虐待意識については，高橋ら ��のビネット調査の
��項目を使用した．身体的虐待意識は �項目，心理
的虐待意識は�	項目，ネグレクト意識は��項目，そ
して性的虐待意識は �項目である．それぞれの項目
について，�「全く問題ない」，�「あまり問題ない」，

�「虐待の疑いがある」，�「虐待である」という選択
肢から，自己の考えに当てはまるものをひとつ選択
してもらった． ��被虐待的経験（身体的虐待経験，
心理的虐待経験，ネグレクト的虐待経験）について，
�「よくあった」，�「たまにあった」，�「あまりな
かった」，�「全くなかった」という選択肢から自己
の経験に当てはまるものを，ひとつ選択してもらっ
た．身体的虐待経験については，「あなたは，親から
体罰を受けた経験がありますか」，心理的虐待経験は，

「あなたは『生まれてこなければよかった』と言われ
たことがありますか」，そして，ネグレクト的虐待経
験は，「あなたは親に罰として食事を与えてもらえ
なかったことがありますか」という質問を行なった．
親の調査内容は，学生と同じように， ��属性（年

齢，子育て中と現在の就労形態）， ��虐待意識に関
する項目，��自分が幼い頃の被虐待的経験の有無を
たずねた．さらに，親には ��学生が子どもの頃虐待
を行ったかという虐待的経験（身体的虐待経験，心

理的虐待経験，ネグレクト的虐待経験）の有無につ
いてもたずねた．
�．分析方法

調査項目の全体を把握するために，全ての項目
について単純集計を行った．統計処理は ���� ���


��� �������を使用した．虐待意識項目については
「全く問題ない」，「あまり問題ない」，「虐待の疑いがあ
る」，「虐待である」という選択肢に，それぞれ �点・�

点・ �点・ �点を附加し，得点化した．得点が高いほ

ど虐待意識が高いことを表す．親子の虐待意識を
比較するために，ビネット項目の上位 
位と下位 
位を
比較し，さらに，ピアソンの相関分析と �検定を行った．
また，虐待意識と虐待的経験との関連性をみる
ために ，虐待的経験別に一元配置分散分析と
単回帰分析を行った．親の身体的被虐待経験と
親の身体親の身体的虐待経験の関連性，さらに，
親の身体的虐待経験・被虐待的経験と学生の身
体的被虐待経験の関連性を検討するためにクロス

集計し，カイ �乗検定を行い，虐待の世代間伝達につ
いて考察を行なった．

結果及び考察

�．対象の属性

対象の属性は，表 �のとおりである．学生の年齢
は，����歳（�����），母親の年齢は�
�歳（�����）
であった．家族形態は，核家族が����と多く，三
世代家族は�����であった．平成��年度の国民生活
基礎調査��によると，全国の核家族率は	���なの

でほぼ同じ割合であるが，三世代家族は，�	�	�で
あり，本調査地域の割合は高くなっていた．家族
人数は，�人家族が�	�と多く，兄弟人数も �人が


�と多く全国とほぼ同じ傾向を示していた．専業
主婦，常勤，非常勤の割合はほぼ同数であった．
�．「虐待である」と答えた割合の順位

表 �は「虐待である」と答えた人の割合について，
対象者別に上位 
位と下位 
位の項目を示したもの
である．「虐待である」と回答した割合の上位 
位
にあがったビネットは，学生と母親はほぼ同じであ

り，高橋ら ��の調査結果と同様に，��生命に危険を
及ぼすもの，��外傷を伴うもの，��性的虐待に関す
るものが上位を占めていた．また下位 
位にあがっ

表 � 対象の属性



大学生とその母親の児童虐待意識の関連性 ���

表 � 　「虐待である」であると回答した割合の順位

注）�：身体的虐待・�：心理的虐待・�：ネグレクト・�：性的虐待

たビネットについても，学生と母親はほぼ同じであ

り，ネグレクトに関する項目が多くなっていた．
�．虐待の種類別にみた虐待意識

表 �は，児童虐待の種類別に虐待意識得点を比較
したものである．学生と母親の得点の関連性をみる
ためにピアソンの相関係数を示している．また，両
者の得点に差があるかどうかをみるために �検定結
果も示している．
虐待種別にみた虐待意識は，親子とも身体的虐待

意識得点が最も高く，ネグレクト意識得点が最も低

くなっていた．学生は �位が心理的虐待意識得点，
�位が性的虐待意識得点であったが，母親は順位が
逆になっていた．
学生とその母親の虐待意識との関連性について

は，ピアソンの相関係数が	���で相関は認められ
なかった．したがって，母親の虐待意識が高いから
といって，学生の虐待意識も高くなるわけではない
ことが明らかになった．しかし，学生より母親の方
の虐待意識が高く，心理的虐待意識以外は，いずれ

も �検定の結果，有意差が認められた．
表 �は，学生と母親の虐待意識得点について， �

検定を行い，有意差のあった項目を示したものであ

る．いずれも母親の得点の方が，高くなっていた．

��ビネット中��ビネットに有意差が認められた．特
にネグレクト的虐待意識に関する項目が �項目と多
く，次に性的虐待意識が 
項目と多くなっていた．
身体的虐待意識項目と心理的虐待意識項目はいずれ
も �項目に有意差が認められた．
学生より母親の虐待意識が高いのは，子育て経験

を通して虐待に関する知識等が多いためと考えられ
る．今後，学生に対しては虐待に関する正しい知識，
特にネグレクトや性的虐待に関する知識の提供が必

要であると思われる．
�．虐待の種類別にみた虐待意識

図 �は，学生が親から受けた虐待的経験を表した
ものである．
学生が親から受けた虐待的経験については，心理的

被虐待経験やネグレクト的被虐待経験は少なくなって
いた．身体的被虐待経験は，学生の場合は�����（よ
くあった	���，たまにあった�����）であった．
母親についても同様に，母親が子どもの頃，親から

受けた虐待的経験については，図 �に示したように，
学生と同様に，心理的被虐待経験やネグレクト的被
虐待経験は少なくなっていた．身体的被虐待経験は，

表 � 虐待種別にみた児童虐待意識得点
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表 � 学生と母親の虐待意識得点差（有意差有）

図 � 学生の被虐待的経験

母親の場合は���（よくあった 	 �，たまにあった���）

であり，学生より割合が高くなっていた．
�．母親が子どもに対して行なった虐待的経験

図 �は，母親が，学生が子どもの頃に行なった虐
待的行為を示したものである．母親が学生に行った
虐待的経験については，ネグレクト的虐待経験や心
的虐待経験は少なくなっていたが，身体的虐待経験
は����（よくあった���，たまにあった�	�	�）と
約半数弱を占めていた．
�．虐待意識と被虐待的経験・虐待的経験との関

連性

表 
は，学生と母親の虐待意識と，学生の被虐待的
経験，母親の被虐待的経験・虐待的経験の関連性を
検討するために，一元配置分散分析を行なった結果
を示したものである．学生については，被虐待的経
験と虐待意識との関連性のある項目はなかった．母

親の場合には，身体的被虐待経験と項目 �の身体的

虐待意識との間に関連性が認められた．また，身体的
虐待経験と項目��と��の身体的虐待意識との間の関
連性や，ネグレクト的虐待経験と項目 
と項目 �の
ネグレクト的虐待意識との間に関連性が認められた．
表 は，これらの項目を示したものである．被虐

待的経験や虐待的経験が少ないほど，虐待意識が高
くなっていると推察される．多重比較の結果からわ
かるように，被虐待的経験や虐待的経験が少ないほ
ど，虐待意識得点が低くなっていた．しかし，��項

目については，身体的虐待経験の全くない母親の身
体的虐待意識の方が，あまりなかった母親より低く，
逆の結果になっていた．
一元配置分散分析では，仮説にあてはまらない項

目もあったので，さらに関係性を明らかにするため
に，回帰分析を行なった．回帰分析をするにあたっ
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図 � 母親の被虐待的経験

図 � 母親の虐待的経験

ては，虐待意識を種別に分け，被虐待的経験を独立
変数，虐待意識得点を従属変数とした．表 �に示し
たように，学生については，被虐待的経験が虐待意
識に影響を与えるとは言えないことがわかった．し

かし，母親については，身体的被虐待経験が母親の
身体的虐待意識に影響を与えていること，すなわち，
身体的被虐待体験のある人は，身体的虐待意識が低
くなることが明らかになった．
�．虐待意識と被虐待的経験・虐待的経験との関

連性

子どもの頃親から受けた被虐待的経験と，親が子
どもに対し行った虐待的経験との関連性をみるにあ
たっては，他の虐待種別に比べて身体的虐待の被虐

待的経験や虐待的経験が多かったので，身体的虐待

についてのみ検討する．
図 �は，学生の身体的被虐待経験と，母親が子ど

もの頃に受けた身体的被虐待経験の関連性を示した
ものである．母親の身体的被虐待経験と，学生の身

体的被虐待経験との間には有意差があり，関連性が
認められたことから，母親が親から身体的虐待を受
けたという意識と，学生が母親から身体的虐待を受
けたという意識との間に関連性があることが推察さ
れる．
しかし，母親が学生に対して行なったと思ってい
る身体的虐待経験と，学生が母親から受けたと思っ
ている身体的被虐待的経験との間には，有意差は認
められなかった．このことは，母親が，学生が子ど

も頃，学生に対して身体的虐待をしていたと思って
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表 � 虐待意識と虐待的経験・虐待的傾向との関連性（一元配置分散分析）

表 � 一元配置分散分析の結果有意差が認められた虐待意識項目（母親）

注）被虐待的経験・虐待的経験
�：よくあった， �：たまにあった，�：あまりなかった，�：全くなかった

表 � 被虐待経験や虐待経験が虐待意識に与える影響（回帰分析）

いたしても，学生は，身体的虐待を受けたとは必ず
しも思っていないことを示している．先にも述べた

ように，母親の虐待意識は，学生の虐待意識より高
く，子育て経験等によって虐待に関する正しい認識
を持っていることが推察された．今後，学生が，虐
待に関する知識を得，また子育て経験をすることに
よって虐待意識が高くなると，自分自身が受けた虐
待的経験を意識するようになるのではないかと思わ

れる．すなわち，学生の身体的被虐待経験は，現在
は潜在化しており，学生が実際に子育てを経験した

ときに，顕在化する可能性があることも推察される．
�．母親の身体的虐待経験と母親の身体的被虐待

経験

図 
からわかるように，母親の身体的虐待的経験
と身体的被虐待経験との関連性については，カイ �

乗検定の結果，	���の危険率で有意差が認められ
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図 � 学生の身体的被虐待経験と母親の身体的被虐待経験

図 � 母親の身体的虐待経験と母親の身体的虐待経験

た．すなわち，親から身体的虐待を受けたことのあ
る母親は，学生が子どもの時，子どもに対しても身
体的虐待を行なうことが多かったことが明らかに
なった．このように，母親については身体的虐待の

世代間伝達が明確になった．この世代間伝達につい
て，筆者が行なった 	歳から�
歳の児童を持つ���

人の母親を対象とするアンケート調査においても実
証されている��．
渡辺��は，虐待のダイナミックスの理解に欠かせ

ないのが心の葛藤の世代間伝達であり，虐待の有効
な介入の実践に重要な役割をはたしているとしてい
る．渡辺��によると，葛藤の世代間伝達とは「親自
身が受けた心の傷や親子関係の葛藤が，誰にも理解

されぬまま，心に深く抑圧され続ける時，何気ない
日常生活のふれあいの瞬間に，思わず無意識に子ど
もに伝わること」であるとしている．そして，虐待

の連鎖は，内省的自己（自分の幼児期のつらさを，
正直に情緒的に振り返る力）を育むことにより克服
可能ではないかとし，その取り組みのあり方につい
ても検討を行っている��．先にも指摘したように，

学生については身体的被虐待体験が潜在化している
のではないかと考えられることからも，今後，虐待
に対する正しい知識を提供するとともに，内省的自
己を育成することが必要だと思われる．
なおこれで述べてきた身体的虐待意識と身体的被
虐待経験・身体的虐待的経験の関連性を表すと図 

のようになる．

ま と め

母親の虐待意識と学生との虐待意識との間には関
連性は認められなかった．しかし，母親の虐待意識

の方が学生の虐待意識より高いことから，今後，学
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図 � 身体的虐待意識と身体的被虐待経験・身体的虐待経験との関連性

生に対しては，虐待特にネグレクトや性的虐待に関
する正しい認識を提供してきく必要がある．学生が
虐待に関して学習した結果，虐待意識がどのように
変化するということについては，次の研究課題とし
たい．
母親の身体的被虐待経験は，現在の母親の身体的

虐待意識に影響を与えているが，学生の身体的被虐

待経験は，身体的虐待意識には影響を与えていると
はいえなかった．一方，母親の身体的被虐待経験と，
母親の子どもに対する身体的虐待経験の関連性は高
く，世代間伝達が実証された．しかし，母親の学生
に対する身体的虐待経験と，学生が母親から受けた
と思っている身体的虐待経験との間には，関連性が
認められなかった．したがって，母親は学生が子ど
もの頃学生を虐待していたと思っていたしても，学

生は必ずしも身体的虐待を受けたとは思っていない
と思われる．このことから，学生の身体的被虐待経
験は潜在化していることが推察され，今後，学生に
虐待に関する正しい知識を提供するとともに，学生
の自己内省力をどのようにして育成していくかとい
うことが課題となってくると思われる．

本稿を終えるにあたり，アンケート調査にご協力くださ

いました川崎医療福祉大学平成�	年度児童福祉論 
を受講

した学生とその保護者の皆様に感謝いたします．また，統

計処理を行なうにあたり川崎医療福祉大学医療福祉学科西

崎彩子さん，山崎佳奈さんそして山田祐子さんのご協力を

いただきました．心より御礼申し上げます．なお，要旨は

第 	回子ども家庭福祉学会において発表した．
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